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講評 

大問構成はここ 2 年と変化はなかった。 

(A)～(C)は空所補充・語彙問題で，例年は専門的な知識を要するものもあったが，今年はそういう出題はなかった。ただし，難単語が

選択肢に多少混ざっていた。難易度は，近畿大学の例年の出題と比べると，標準かやや扱いやすくなった印象である。 

(D)・(E)の一つ目の長文は，「miniprotein の可能性」に関する長文であり，遺伝子の発現のテーマも含むため，生物選択者が有利だっ

たかもしれない。(F)・(G)の二つ目の長文は，「科学と芸術に共通する美しさについて」の長文であった。(H)の三つ目の長文は，「イ

ーロン・マスクの SpaceX による宇宙開発」についての長文であった。どの長文も，内容の読解はさほど難しくないが，選択肢の中に

は難単語が含まれていたり，判断に苦しむ選択肢が含まれたりしていた。 

選択肢の難しさを加味すると，合格に必要なのは 65％程度の得点になるだろう。 

 


